平成24年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　　項：観光費　　　目：観光開発費
	事業名: 新 道の駅を活用した「飛騨・美濃すぐれもの」ＰＲ事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　総合企画部　観光・ブランド振興課　ブランド戦略担当　電話番号：058-272-1111（内3077）
　　　E-mail：c11334@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：37,950千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


全国からの来客が見込まれる「ぎふ清流国体」及び「ぎふ清流大会」の期間中に、全県域で「飛騨･美濃すぐれもの」をＰＲするため、国体のもてなし施設として位置付ける「道の駅」を活用して物販などの販売プロモーション活動を行う。
　（１）実施期間　９月２８日（国体前日）～１０月１５日（１８日間）

　（２）実施対象　県内全道の駅（５３駅）

　（３）実施内容　・「飛騨・美濃すぐれもの」販売プロモーション

　　　　　　　　　・「ぎふ清流国体」「ぎふ清流大会」情報発信コーナー
　　　　　　　　　・ミナモグッズ、国体土産品販売ＰＲ　等
	２　所要経費


（１）道の駅を活用した「飛騨・美濃すぐれもの」ＰＲ事業等：37,950千円
               　　 
	これまでの取組と成果


　
	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
１ モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
・「飛騨・美濃すぐれもの」認定商品の知名度向上と販路開拓を支援する。
	２　これまでの取組状況


「飛騨・美濃すぐれもの」は、平成２２年度から審査方法を見直し、平成２２年度は５品（申請４４品）の県産品を認定し、県産品の看板商品として首都圏などでＰＲした。
また、平成２３年度は新たに９品（申請４６品）の県産品を認定した。

	３　これまでの取組に対する評価


「飛騨・美濃すぐれもの」は審査方法の変更により、審査員に首都圏の大手百貨店バイヤーが入ったことで、商品がバイヤー目線で審査された。また、認定商品をその百貨店で扱っていただくことで、首都圏での認知度が向上した。
	決定額の考え方


前記の実施期間のうち、国体・大会開催期間ではない１０月１０日及び１０月１１日を除く１６日間に実施することとし、所要額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	37,950
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	37,950

	決定額
	34,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	34,000


